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三
月
十
七
日
の
創
立
十
周
年
記
念
漢
詩
大
会
は
中

華
街
と
の
コ
ラ
ボ
も
成
果
を
あ
げ
て
無
事
に
終
わ

り
、
六
月
二
十
一
日
の
総
会
で
、「
こ
の
際
、
連
盟
の

運
営
は
全
て
若
手
に
ゆ
だ
ね
た
い
」と
い
う
岡
崎
前

会
長
、（
故
）田
原
副
会
長
の
ご
意
向
を
受
け
て
新
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
し
い
若
い
方
々
に
も
執
行
理

事
、
運
営
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
や
が

て
半
年
に
な
る
。

　

現
在
神
漢
連
で
実
施
さ
れ
て
い
る
定
常
的
な
催
し

を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
み
る
と
、
霧
笛
女
子
会
を

含
む
鑑
賞
会
・
勉
強
会
が
五
つ
、吟
行
会
・
研
修
会
・

サ
ー
ク
ル
交
流
会（
バ
ト
ル
甲
子
園
）・
初
心
者
入

門
講
座
が
そ
れ
ぞ
れ
年
に
一
度
、
更
に
は
十
三
の
各

サ
ー
ク
ル
の
勉
強
会
・
各

サ
ー
ク
ル
が
独
自
に
行
う

行
事
、
年
に
一
度
の
理
事

会
・
総
会
、
毎
月
の
運
営

委
員
会
、
こ
れ
に
年
二
回

の
会
報
の
発
行
、
神
漢
連

叢
書
の
発
刊
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）の
更
新
を
加

え
る
と
、
カ
レ
ン
ダ
ー
が
真
っ
黒
に
な
っ
て

間
が

な
い
ほ
ど
実
に
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。
少
し
手
を

広
げ
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
の
感
が
無
き
に
し
も
あ
ら

ず
で
あ
る
が
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
情
報
提
供
、
初
心
者
入

門
講
座
と
一
部
の
サ
ー
ク
ル
の
外
部
団
体
と
の
コ
ラ

ボ
を
除
く
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
連
盟
内
の
行
事
に
留

ま
っ
て
い
て
、
連
盟
外
部
に
発
信
し
て
い
る
案
件
は

極
め
て
少
な
い
事
が
分
か
る
。

　

連
盟
の
モ
ッ
ト
ー
「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」

の「
漢
詩
で
遊
ぶ
」の
真
の
狙
い
は
、
連
盟
外
の
方
々

と
も
一
緒
に
な
っ
て
漢
詩
で
遊
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、今

ま
で
漢
詩
に
馴
染
み
が
な
か
っ
た
方
々
に
漢
詩
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
く
事
に
あ
る
。

今
の
漢
詩
界
に
と
っ
て
漢
詩
再
興
の
大
き
な
う
ね
り

を
生
み
出
し
て
愛
好
家
の
底
辺
を
広
げ
て
い
く
事
は

何
よ
り
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
か
ら
、
神
漢
連
の
目

指
す
べ
き
一
つ
の
方
向
は
、「
金
河
様
式
」を
連
盟
内

だ
け
に
留
め
置
か
ず
、
も
っ
と
積
極
的
に
連
盟
の
外

に
向
か
っ
て
発
信
し
て
い
く
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、今
年
度
か
ら「
Ｐ
Ｃ（
パ

ソ
コ
ン
）漢
詩
の
会
」と「
中
国
文
学
が
ご
専
門
の
大

学
の
先
生
方
に
よ
る
公
開
の
講
演
会
」を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。Ｐ
Ｃ
漢
詩
は〝
Ａ
Ｉ
漢
詩
〞と
い
う
観
点
も

あ
る
が
、
若
い
人
達
が
漢
詩
に
取
り
組
み
や
す
い
よ

う
に
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ
の
み
で
漢
詩
が
作
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
検
討
会
を
発
足
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
又
、
漢
詩
に
興
味
を
持
つ
人
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
狙
い
か
ら
、
十
二
月
六
日

に
、
そ
の
第
一
回
と
し
て
、
中
国
文
学
が
ご
専
門
で

且
つ
ご
自
身
で
も
漢
詩
を
作
ら
れ
る
明
海
大
学
名
誉

教
授
の
市
川
桃
子
先
生
に「
蓮
の
花
の
運
命
」と
題

し
て
の
ご
講
演
を
お
願
い
し
た
。
ご
講
演
は
会
員
以

外
の
一
般
の
方
々
に
も
開
放
し
た
の
で
、
多
く
の
人

が
参
加
し
て
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
連
盟
内
部
の
課
題
と
し
て
、
個
々
の
会
員

の
詩
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
施
策
を
強
化
・
充
実

さ
せ
て
い
く
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
詩
力
向
上

は
あ
く
ま
で
も
個
人
の
努
力
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る

か
ら
、
連
盟
と
し
て
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
内
容

の
充
実
し
た
適
切
な
勉
強
の
場
を
提
供
し
て
い
く
と

い
う
事
に
な
る
。
鑑
賞
会
Ｂ
が「
聯
珠
詩
格
の
実
作

を
伴
う
勉
強
会
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
事
が
そ

の
好
い
例
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
神
漢
連
か
ら
全
日
本

漢
詩
大
会
等
で
特
別
賞
を
受
賞
す
る
若
い
人
達
が

次
々
と
出
て
く
る
事
を
も
う
一
つ
の
目
標
と
し
て
い

き
た
い
。「
漢
詩
を
学
ぶ
」の
究
極
の
目
的
は
、
皆
に

感
動
を
与
え
る
良
い
詩
を
作
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
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十
一
期
初
心
者
入
門
講
座
と

同
サ
ー
ク
ル
の
発
足

初
心
者
入
門
講
座（
十
一
期
生
集
う
）

　

今
年
の
初
心
者
入
門
講
座
は
七
〜
八
月
の
真
夏
の

時
期
に
開
催
さ
れ
た
。例
年
は
四
月
に
行
わ
れ
る
が
、

今
年
は
県
漢
詩
連
盟
の
十
周
年
に
当
た
り
、
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
影
響
で
応

募
者
が
十
二
名
と
少
な
か
っ
た
。（
昨
年
は
五
十
名

で
締
め
切
り
）応
募
に
当
た
っ
て
は「
漢
詩
の
鑑
賞

と
実
作
」と
銘
打
っ
て
新
聞
広
告
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
宣
伝
し
た
が
、
応
募
者
は
全
員
実
作
の
希
望
者

で
、こ
れ
は
予
想
外
で
あ
っ
た
。

　

八
月
三
十
日
に
五
回
の
講
習
が
終
了
、
サ
ー
ク
ル

を
結
成
し
て
、十
名
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

サ
ー
ク
ル
に
残
る
生
徒
の
割
合
は
例
年
、
半
分
で

あ
る
か
ら
、
今
回
は
好
成
績
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
寺
子
屋
指
導
が
先
生
一
名
に
生
徒
二
名
と
濃

密
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

し
て
卒
業
詩
の
出
来
栄
え
が
全
員
が
高
い
レ
ベ
ル
な

の
で
、こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
世
話
人
は
篠
崎
吉
之
さ
ん
、
川
久
保

普
美
子
さ
ん
、
佐
藤
浩
史
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。
講

師
は
中
島
、飯
島
で
す
。 

（
中
島
龍
一
）

初
心
者
講
座
に
参
加
し
て

　

詩
林
会　

川
久
保
普
美
子

　

漢
詩
訓
読
の
語
調
が
耳
に
心
地
よ
く
、
字
数
少
な

く
し
て
的
確
な
表
現
が
好
ま
し
く
漢
詩
の
鑑
賞
に
親

し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

随
分
前
ど
こ
の
主
催
か
忘
れ
ま
し
た
が
、
詩
作
の

一
日
講
習
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
だ
れ
漢
」か
ら
詩
句
を
並
べ
立
て〝
な
や
ま

詩
〞な
る
も
の
を
作
り
、
山
盛
り
の
添
削
を
受
け
て

意
気
消
沈
。
何
百
年
も
前
の
中
国
の
音
韻
ゆ
え
の
決

め
事
等
、
我
関
せ
ず
と
居
直
り
の
体
。
さ
れ
ど
ど
こ

か
未
練
…
。

　

そ
ん
な
折
、
当
連
盟
の
初
心
者
講
座
を
通
じ
て
漢

詩
作
詩
の
世
界
に
再
度
触
れ
る
機
会
を
頂
き
ま
し

た
。
き
め
細
か
な
ご
指
導
の
も
と
、
何
と
か
卒
業
詩

一
首
。
中
々
頭
が
漢
詩
実
作
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
ら

ず
悪
戦
苦
闘
致
し
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
も
う
少
し

一
句
作
り
を
丹
念
に
学
ぶ
時
間
が
必
要
だ
っ
た
か
な

と
思
い
ま
す
。

　
「
漢
詩
狂
い
？

日
本
第
一
の
…
」

と
評
さ
れ
る
、
諸

先
生
諸
先
輩
方
の

溢
れ
る
パ
ワ
ー
の

も
と
で
、
十
一
期

生
の
お
仲
間
を
得

た
事
に
感
謝
し
つ

つ
二
度
目
の
挫
折

な
き
よ
う
、
少
し

学
び
大
い
に
遊
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
ご
指
導
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

十
一
期
の
会
発
足

　
　
　

―
「
詩
林
会
」と
命
名
―

詩
林
会
代
表　

篠
崎
吉
之

　

平
成
二
十
九
年
度
初
心
者
入
門
講
座
修
了
の
第

十
一
期
生
サ
ー
ク
ル「
詩
林
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
入
門
講
座
は
、
神
漢
連
創
立
十
周
年
記

念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
例
年
よ
り
も
開
催

時
期
が
遅
く
、
サ
ー
ク
ル
の
発
足
も
遅
れ
て
い
ま
し

た
が
、十
二
月
十
三
日
、第
一
回
定
例
会
を
開
催
し
、

よ
う
や
く
サ
ー
ク
ル
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
「
詩
林
会
」は
中
島
龍
一
先
生
・
飯
島
敏
雄
先
生

に
指
導
・
助
言
を
仰
ぎ
、
ま
た
、
参
加
人
数
は
十
名

（
男
六
名
・
女
四
名
）の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

名
称
の「
詩
林
会
」は
、
漢「
詩
」の
仲
間
が
多
く

集
ま
っ
て
い
る
所（「
林
」）を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
名
称
が
決
ま
り
、
活
動
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
初
心
者
ば
か
り
の「
詩
林

会
」で
す
。

　

今
後
は
両
先
生
の
下
、「
詩
林
会
」の
名
に
恥
じ
な

い
よ
う
、
作
詩
力
の
向
上
と
漢
詩
の
知
識
の
習
得
に

努
め
る
と
と
も
に
、
神
漢
連
の
各
先
輩
サ
ー
ク
ル
に

一
日
で
も
早
く
追
い
つ
く
た
め
、
研
鑽
を
積
ん
で
参

り
ま
す
。

　

神
漢
連
会
員
の
皆
様
に
は
、「
詩
林
会
」へ
の
叱
咤

激
励
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
盟
の
行
事
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記
念
艦「
三
笠
」吟
行
会

―
初
心
者
も
柏
梁
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
―

　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
、
初
秋
の
気
配
漂

う
横
須
賀
市
の
三
笠
公
園
で
、記
念
艦「
三
笠
」を
見

学
し
、
恒
例
の
吟
行
会
が
行
わ
れ
た
。
日
露
戦
争
で

の
足
跡
を
、
ビ
デ
オ
、
保
存
会
の
関
係
者
の
解
説
と

併
せ
、
つ
ぶ
さ
に
見
学
。
二
十
八
名
の
参
加
者
で
の

懇
親
会
、
柏
梁
体
披
露
で
は
、
石
川
先
生
の
鮮
や
か

な
全
句
配
列
と
懇
切
か
つ
諧
謔
溢
れ
る
ご
批
評
に
加

え
、「
全
体
に
上
々
の
出
来
栄
え
」と
の
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
の
自
作
コ
メ
ン
ト
も
あ

り
、
楽
し
く
も
有
意
義
な
研
鑽
の
時
を
過
ご
し
、
盛

会
裏
に
次
回
再
会
を
約
し
た
。 

（
新
井
治
仁
）

神
漢
連　

第
十
三
回
吟
行
会　

柏
梁
体

　
　
（
東
・
冬
韻
）　　

◎
優
秀
句　

○
優
良
句

○
暑
威
未
散
坐
涼
風　
　
　

三
上
光
敏

　

迢
迢
天
宇
四
望
楓　
　
　

志
村
典
子

　

吟
行
三
笠
興
趣
中　
　
　

室
橋
幸
子

　

三
笠
回
頭
戰
史
豊　
　
　

新
井
治
仁

○
三
笠
今
猶
天
下
工　
　
　

三
村
公
二

○
戰
艦
百
年
誇
偉
容　
　
　

高
津
有
二

　

菊
花
御
紋
艦
首
東　
　
　

上
田
尤
子

　

闘
艦
保
存
機
運
允　
　
　

飯
島
敏
雄

　

海
戰
艦
旗
三
笠
虹　
　
　

坂
上
貞
夫

　

三
笠
艦
橋
旭
日
紅　
　
　

岡
田
泰
男

　

乗
艦
見
上
巨
砲
筒　
　
　

山
口
幸
雄

○
東
郷
元
帥
譽
望
隆　
　
　

水
城
ま
ゆ
み

　

対
馬
洋
上
耐
厳
冬　
　
　

谷
川
勝
利

　

旗
邊
敵
彈
加
飛
龍　
　
　

柴
田　

洋

　

総
員
起
床
時
点
鐘　
　
　

城
田
六
郎

○
取
舵
一
杯
火
砲
攻　
　
　

池
上
一
利

◎
艦
上
戰
傷
伏
見
宮　
　
　

中
島
龍
一

　

戰
勝
旗
艦
列
相
従　
　
　

桜
庭
慎
吾

　

艦
旗
高
揚
武
威
雄　
　
　

大
森
冽
子

　

海
戰
戰
果
金
銀
銅　
　
　

石
川
忠
久

　

艦
旗
揚
條
如
半
弓　
　
　

住
田
笛
雄

　

碧
水
洋
洋
萬
里
通　
　
　

長
岡
巨
知

○
智
将
得
佐
元
帥
功　
　
　

細
江
利
昭

○
元
帥
墨
書
色
尚
濃　
　
　

瀧
川
智
志

　

母
性
涙
沾
問
村
童　
　
　

村
上
良
明

　

驚
世
功
名
秋
影
空　
　
　

柴
本
信
子

◎
詩
朋
高
会
喜
未
終　
　
　

川
上
修
己

吟
行
会
に
参
加
し
て

十
期
会　

細
江
利
昭

　

本
年
の
吟
行
会
は
、
横
須
賀
市
の
三
笠
公
園
で
行

わ
れ
、
戦
艦
三
笠
を
見
学
し
、
出
席
者
各
自
が
三
笠

や
日
露
戦
争
に
ま
つ
わ
る「
柏
梁
体
」の
七
言
一
句

を
作
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、得
た
韻
字
は｢

功｣

で
し
た
。「
し
め
た
。」

と
い
う
感
じ
で
、
瞬
間
的
に｢

将
軍
功｣

で
下
の
句
は

終
わ
り
。
上
の
句
を
、
秋
山
真
之
に
し
よ
う
と
し
て
、

｢

知
将｣

に
し
、下
の
句
を｢

元
帥
功｣

に
変
更
し
、「
知

将
得
佐
元
帥
功
」と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
支
離
滅

裂
か
と
思
い
き
や
、石
川
先
生
に
○
を
戴
き
ま
し
た
。

　

出
来
不
出
来
は
と
も
か
く
、
作
る
の
に
慣
れ
て
き

た
と
い
う
感
じ
が
あ
り
、
高
津
、
川
上
両
先
生
の
指

導
の
賜
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
柏
梁
体
」と

言
う
と
、
難
し
そ
う
に
思
え
ま
す
が
、
平
仄
不
問
で

す
し
、
先
生
、
先

輩
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
い
た
だ
け
ま

す
。
気
軽
に
参
加

す
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
石
川

先
生
が
、
提
出
さ

れ
た
句
を
順
序
よ

く
並
べ
ら
れ
て
、

そ
れ
を
物
語
に
し

て
面
白
く
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
楽
し

い
一
日
で
し
た
。

石川先生のご講評石川先生のご講評
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漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ「
聯
珠
詩
格
」に
挑
戦

　

漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ
は
住
田
笛
雄
先
生
の
も
と
、「
唐

詩
選
」の
七
言
絶
句
の「
唐
詩
選
画
本
」く
ず
し
字（
変

体
仮
名
）の
読
み
解
き
と
同
時
に
詩
の
解
釈
を
行
い
、

昨
年
春
に
そ
の
鑑
賞
を
終
え
た
。

　

こ
れ
に
引
き
続
き
新
た
に
住
田
先
生
の
も
と
、「
聯

珠
詩
格
」の
勉
強
と
こ
れ
に
伴
う
作
詩
も
行
う
と
い

う
二
本
立
て
で
開
始
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
発
刊
さ
れ
た 

近
畿
漢
詩
連
盟
叢
書　

大
野

修
作
校
閲　

唐
宋
箋
注 

「
聯
珠
詩
格
」第
一
冊
を
用

い
、
こ
れ
に
従
っ
て
会
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
本
は

第
四
冊
ま
で
発
刊
が
予
定
さ
れ
て
お
り
現
在
第
二
冊

ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
参
考
書
は
岩
波
文
庫（
黄

版
）訳
注「
聯
珠
詩
格
」柏
木
如
亭
著
、
揖
斐
高
校
注

を
用
い
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
本
は
絶
版
の
よ

う
で
あ
る
。

　

勉
強
会
は
昨
年
五
月
よ
り
第
四
金
曜
日
の
午
後
、

相
鉄
線
の
二
俣
川
駅
の
近
く
の
神
奈
川
県
立
公
文
書

館
の
中
会
議
室
で
行
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
二
十
七

名（
発
足
当
時
）、
講
師
は
住
田
先
生
を
は
じ
め
と
し

て
、
水
城
ま
ゆ
み
、
池
上
一
利
、
川
上
修
己
の
三
名

が
交
代
制
で
行
っ
て
い
る
。

　

テ
キ
ス
ト
の
初
頭
は
◆
四
句
全
対
格
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、先
ず
は
杜
工
部（
杜
甫
）の
漫
興
の
詩
他
二

首
に
続
い
て
◆
起
連
平
仄
対
の
格 

と
対
句
の
連
読

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
賞
・
読
み
解
く
の
も
容
易
で

は
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
作
詩
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
対
句
に
挑
戦
す
る
な
ん
て

無
謀
で
あ
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
会
員
の
意

が
聞
こ
え
た
か
の
よ
う
に
家
路
に
つ
く
。
夕
日
に
色

濃
く
染
ま
っ
た
影
と
寄
り
添
い
、
野
道
を
帰
っ
て
行

く
の
だ
っ
た
。
閑
か
に
な
っ
た
河
原
は
蘆
の
葉
擦
れ

が
さ
ら
さ
ら
と
清
ら
か
な
流
れ
の
よ
う
な
音
を
た
て

て
い
た
。

　

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
私
の
心
象
風
景
を
紙
に
写

し
た
い
と
考
え
た
。
不
備
な
箇
所
も
多
々
在
ろ
う
が

思
い
が
け
な
く
一
等
賞
を
戴
い
た
。感
謝
。感
謝
。

松
本
征
儀

　

高
秋
采
松
蕈　
　
　

高
秋
松
し
ょ
う
蕈じ
ん
を
采と

る

老
宿
朝
來
巡
圃
園　
老
宿 

朝
来 

圃
園
を
巡
り

収
藏
尤
物
不
勝
繁　
尤ゆ
う
物ぶ
つ
の
収
蔵 

繁は
ん
に
勝
え
ず

庭
前
賈
客
競
同
列　
庭
前
の
賈こ

客か
く 

同
列
を
競
う

分
別
芳
香
滿
竹
門　
分ぶ
ん
別べ
つ 

芳
香 

竹
門
に
満
つ

　

研
修
会
は
、
活
発
な
意
見
が
出
て
、
有
意
義
な
中

身
の
濃
い
場
と
な
っ
た
。 

要
点
を
以
下
に
纏
め
た
。

◎ 

詩
題
と
詩
の
内
容
対
応
が
不
十
分
。
こ
れ
は
、
売

炭
翁
な
ど
の
例
を
参
考
に
し
て
練
り
な
お
し
た

い
。

◎ 

起
句
の
圃
園
は
、
よ
り
適
切
な
詩
語
を
択
ぶ
か
、

表
現
を
変
え
る
。

◎ 

轉
句
の
競
同
列
は
、分
か
り
難
い
。対
案
と
し
て
、

競
拍
賣
を
検
討
し
た
い
。

◎ 

結
句
中
の
分
別
は
、
仕
訳
の
意
で
使
っ
た
が
、
分

類
な
ど
の
類
語
も
検
討
し
た
い
。

研
修
会

―
初
心
者
も
上
級
者
も
活
発
に
討
議
―

　

恒
例
の
研
修
会
が
近
代
文
学
館
に
お
い
て
、
十
一

月
八
日
、
十
四
日
の
二
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
十
五
名
で
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

作
者
の
名
前
を
伏
せ
た
自
由
詩
に
、
投
票
を
し
た

う
え
で
得
点
を
集
計
し
て
順
位
を
決
め
、
討
論
を
お

こ
な
い
、
最
後
に
作
者
の
名
前
を
明
ら
か
に
し
て
、

作
者
の
意
見
を
聞
い
て
再
び
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

一
組
の
一
位
は
横
溝
比
呂
美
さ
ん
で
九
票
、
二
組
は

三
村
会
長
で
十
一
票
で
し
た
。

　

得
票
の
多
い
人
、
少
な
か
っ
た
が
敢
闘
賞
な
ど
役

員
を
外
し
て
三
村
会
長
か
ら
賞
品（
漢
詩
の
本
）を

渡
さ
れ
ま
し
た
。以
下
に
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
中
島
龍
一
）

横
溝
比
呂
美

　

秋
日
寫
懷 

　

秋
日
懐お
も
いを
写
す

霜
染
風
林
秋
色
誇 

霜
は
風
林
を
染
め
て　
秋
色
誇
り

一
江
景
物
借
蘆
花 

一い
っ
江こ
う
の
景
物　
蘆
花
を
借か

る

釣
童
歸
路
斜
陽
裏 

釣
ち
ょ
う
童ど
う　

帰
路　
斜
陽
の
裏う
ち

形
影
相
依
野
徑

 

形
影　
相あ
い
依よ

り　
野
径は
る
かな
り

　

家
の
近
く
の
川
辺
は
、
子
供
達
の
恰
好
の
遊
び
場

だ
っ
た
。
遥
か
上
流
は
渓
流
釣
が
盛
ん
で
、
そ
の
お

こ
ぼ
れ
の
山
女
魚
や
鮎
を
釣
り
た
い
と
競
っ
て
釣
り

糸
を
垂
れ
て
い
た
。
日
が
傾
き
始
め
る
と
母
親
の
声
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「
平
成
の
漢
詩
あ
そ
び
」出
版
！岡

崎
満
義　

著

　

岡
崎
満
義
前
会
長
が
、
神
奈
川
新
聞
の
日
曜
版
に
平

成
二
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
迄
の
五
年

間
に
五
十
回
に
わ
た
り
連
載
し
好
評
を
得
た「
漢
詩
へ
の

誘（
い
ざ
な
）い
」が
、「
平
成
の
漢
詩
あ
そ
び
」と
改
名
し

て
一冊
の
本
と
な
り
、西
田
書
店（
株
）か
ら
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
四
六
版
、
百
五
十
二
頁
。
神
漢
連
か
ら
一三
〇
〇

円（
実
費
）で
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
お
求
め
く

だ
さ
い
。尚
、市
中
の
本
屋
で
も
購
入
可
能
で
す
。

　
「
平
成
の
漢
詩
あ
そ
び
」は
、「
平
成
の
同
時
代
を
共

に
生
き
て
い
る
人
た
ち
、有
名
無
名
に
か
か
わ
り
な
く
、

私
の
心
に
響
く
生
き
方
を
し
た
人
た
ち
を
詩
の
か
た
ち

に
残
し
て
お
き
た
い
」と
著
者
が「
ま
え
が
き
」に
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、「
撫
子
日
本
女
子
足
球
隊
」（
ナ
デ
シ
コ

ジ
ャ
パ
ン
）か
ら
、
著
者
の
住
ま
い
の
近
く
の
カ
レ
ー
専

門
店
の
ご
夫
婦
ま
で
、
多
種
多
様
。
五
十
首
の
七
言
絶

句
の
漢
詩
と
共
に
、
各
漢
詩
の
説
明
も
兼
ね
て
書
か
れ

た
著
者
の
エ
ッ
セ
ー
が
ま
た
素
晴
ら
し
く
、
も
う
す
ぐ

幕
を
閉
じ
る「
平
成
」の
思
い
出
に
な
る
一
冊
で
あ
る
。

　
「
序
文
」は
、
窪
寺
啓
先
生
の
心
温
ま
る
文
章
で
あ
る
。

尚
、
著
者
の「
ま
え
が
き
」と
合
わ
せ
て
読
む
と
、
漢
詩
の

師
弟
の
厳
し
い
な
が
ら
も
理
想
的
な
姿
が
浮
か
び
上
が

る
。ま
た
、本
書
の
漢
詩
を
、作
詩
を
学
ぶ
者
の
観
点
か
ら

見
る
と
、現
代
を
詠
う
と

き
の
所
謂「
詩
語
」の
宝

庫
で
あ
り
、
活
用
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
切
に
思
う
。

（
香
取
和
之
）

　

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
見
ら
れ
る
様
々
な
漢

詩
関
連
情
報
を
も
と
に
、
活
動
の
目
的
・
課
題
等
に

つ
き
幅
広
く
、熱
心
な
議
論
が
な
さ
れ
、そ
の
結
果
、

漢
詩
普
及
・
会
員
獲
得
活
動
と
い
う
大
目
標
を
議
論

す
る
前
に
、
先
ず
は
、
メ
ン
バ
ー
各
自
が
、
一
般
に

公
開
さ
れ
て
い
る
各
種
ツ
ー
ル
を
試
用
し
、
そ
の
使

い
勝
手
の
良
し
悪
し
を
体
験
し
て
、
我
々
自
身
が
使

い
や
す
く
有
効
と
思
わ
れ
る
ツ
ー
ル
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
、
そ
の
条
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
面
は
、
三
ケ
月
一
回
の
情
報
交
換
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
神
漢
連
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も
歓
迎

で
す
。ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 （
瀧
川
智
志
）

バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
開
催
迫
る

十
六
頁
の
行
事
予
定
参
照

　

今
回
は
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
講
師
も
新
た

に
河
野
光
世
先
生
に
お
願
し
て
い
ま
す
。
先
生
か
ら

頂
い
た
詩
題「
西
郊
日
暮
」に
つ
い
て
参
加
十
二
の

サ
ー
ク
ル
か
ら
昨
年
末
ま
で
に
作
品
が
提
出
さ
れ
て

お
り
、
目
下
、
各
サ
ー
ク
ル
内
で
他
の
サ
ー
ク
ル
の

作
品
に
つ
い
て
、
バ
ト
ル
の
論
法
が
練
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
バ
ト
ル
終
了
後
は
、
河
野
先
生
か
ら

作
品
の
批
正
、
バ
ト
ル
内
容
の
妥
当
性
を
含
め
て
、

作
詩
の
心
構
え
の
お
話
を
お
聞
き
す
る
予
定
で
す
。

　

優
秀
作
品
の
表
彰
、
場
所
を
移
し
て
の
懇
親
会
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
会
員
で
な
い
方
も

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。　
（
高
津
有
二
）

気
は
高
く
毎
回
十
余
名
の
対
句
の
詩
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
四
句
全
対
格
の
作
詩
の
提
出
者
は
皆
は
じ
め

て
の
作
詩
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
曲
が
り
な

り
に
も
対
句
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
上
級
者
か
ら

見
れ
ば
ま
っ
た
く
対
句
に
な
っ
て
い
な
い
と
の
評
価

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
四
句
と
言
わ
ず
、
起
承
の

対
句
、
転
結
の
対
句
は
会
を
進
め
る
う
ち
に
徐
々
に

対
句
の
形
式
が
整
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
会
員
の

作
詩
意
欲
に
は
脱
帽
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
調
子
で
勉
強
会
を
進
め
て
い
く

予
定
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
に
従
え
ば
様
々
な
対
句
方

式
が
続
々
と
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
詩
力
の
向
上
を
目

指
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。 
（
川
上
修
己
）

「
Ｐ
Ｃ
漢
詩
」現
状
報
告

　

0
歳
の
乳
児
か
ら
高
齢
の

婆
ま
で
ス
マ
ホ
で
遊

ぶ
時
代
と
な
り
、
今
年
、
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
囲

碁
棋
士
が
囲
碁
Ａ
Ｉ
に
敗
れ
る
と
い
う
画
期
的
事
件

が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
人
知
も
お
よ
ば
ぬ
と

思
わ
れ
た
領
域
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
人
間
を
凌
駕

す
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
流
れ
の
中
で
、
神
漢
連
で
は
、「
Ｐ
Ｃ
漢
詩
」

の
名
の
も
と
に
、
漢
詩
で
遊
ぶ
・
学
ぶ
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ホ
の
活
用
を
検
討
す
る
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
と
漢
詩
に
か
か
わ
る
関
連
情
報
の
交
換

と
活
動
の
今
後
の
進
め
方
を
テ
ー
マ
に
、
第
一
回
情

報
交
換
会
が
九
月
四
日
、
有
志
十
七
名
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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蓮
の
花
に
籠
め
る
思
い

―
市
川
桃
子
先
生
講
演
会
―

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日（
水
）神
奈
川
近
代

文
学
館
に
於
い
て
、
明
海
大
学
名
誉
教
授
の
市
川
桃

子
先
生
に
よ
る「
蓮
の
花
の
運
命
」と
い
う
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
八
十
名
を
越
す
来
場
者
で

盛
会
で
あ
っ
た
。
蓮
に
関
す
る
詩
三
十
首
を
紹
介
さ

れ
、
休
憩
や
ミ
ニ
知
識
を
は
さ
み
巧
み
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
操
作
に
よ
っ
て
楽
し
く
有
意
義
な
二
時
間
で

し
た
。

　

先
ず
は
北
宋
の
李
綱
が
ハ
ス
を
六
人
の
美
女
に
た

と
え
た
詩
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
美
人
と
は
西
子
・

南
威
・
洛
神
・
湘
妃
・
戚
姫
・
蔡
女
で
あ
る
。
最
後

の
蔡
女
の
句
で
は
蓮
が
痛
ん
で
寂
し
い
情
景
を
美
し

い
と
感
じ
て
い
る
。
何
故
恋
の
歌
に
蓮
が
出
て
く
る

の
か
、
こ
れ
は
蓮
の
レ
ン
と
い
う
発
音
が
恋
や
憐
と

同
じ
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

美
意
識
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
の

は
い
つ
の
こ
ろ
か

ら
で
あ
ろ
う
か
？

　

こ
れ
か
ら
そ
の

探
検
の
旅
に
出
か

け
る
と
す
る
。

　

最
初
に
到
着
し

た
の
は「
詩
経
」の

時
代
で
あ
る
。
こ
の

こ
ろ
に
は
荷
と

萏
と
い
う
字
が
出
て
く
る
。次
に「
楚
辞
」の
時
代
で

は
荷
や
芙
蓉
と
い
う
字
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
時
代

ま
で
は
美
し
い
と
鑑
賞
す
る
作
品
は
な
い
、
ハ
ス
に

は
願
い
を
成
就
す
る
力
、
高
貴
性
を
表
す
力
、
仲
立

ち
と
な
る
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。

　

次
に
漢
魏
晋
の
時
代
に
行
っ
て
み
る
。
漢
で
は
霊

帝
の「
招
商
歌
」や
、
閔
鴻
の「
芙
蓉
賦
」が
あ
る
が
、

吉
瑞
の
植
物
や
霊
草
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
。
魏

の
曹
植「
芙
蓉
賦
」や
劉
楨
の「
公
讌
詩
」な
ど
も
霊

鳥
、
仁
獣
な
ど
と
と
も
に
吉
慶
の
植
物
と
さ
れ
て
い

る
。

　

六
朝
時
代
に
入
る
と
、
東
晋
の
陶
潜
の「
雜
詩

十
二
首
」の
如
く
盛
衰
の
比
喩
と
し
て
現
れ
る
。
又
、

宋
の
鮑
照
の「
代
白
紵
曲
」で
は
客
観
的
な
風
景
と

し
て
枯
れ
た
ハ
ス
が
歌
わ
れ
る
最
初
の
作
品
と
な

る
。

　

次
の
斉
の
謝
朓
は「
治
宅
」で
寒
々
と
し
た
光
景

を
よ
り
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
衰
荷
を
詠
っ
て
い

る
。
梁
の
簡
文
帝
を
中
心
と
す
る
文
学
集
団
に
も
衰

荷
の
趣
が
支
持
さ
れ
詩
的
風
景
と
し
て
定
着
し
た
。

　

唐
代
に
入
っ
て
も
、
南
北
朝
に
発
見
さ
れ
た
衰
荷

の
景
は
、
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
杜
甫
の「
陪
鄭
公
秋

晩
北
池
臨
眺
」で
は
孤
独
感
が
表
さ
れ
て
お
り「
曲

江
三
章
章
五
句
之
一
」に
も
蕭
条
た
る
菱
荷
の
景
が

出
て
く
る
。

　

盛
唐
の
孟
浩
然
は「
初
出
関
旅
亭
夜
坐
懐
王
大
校

書
」の
中
で
ハ
ス
の
葉
に
落
ち
る
雨
の
音
を
発
見
し
、

白
居
易
・
李
商
隠
な
ど
後
世
の
詩
人
に
詠
い
継
が
れ

て
ゆ
く
。

　

中
唐
で
は
韋
応
物
が「
慈
恩
寺
南
池
秋
荷
詠
」に

於
い
て
ハ
ス
の
か

す
か
な
香
り
を
発

見
し
、
李
商
隠
も

「
夜
冷
」
で
敗
荷
の

余
香
を
詠
じ
て
い

る
。
又
こ
の
時
代
に

は「
芙
蓉
死
す
」と

い
う
詩
語
が
誕
生

し
、
張
籍
・
李
賀
・

孟
郊
・
王
建
の
詩

中
に
あ
る
。

　

次
に
蓮
の
花
と
言
え
ば「
採
蓮
曲
」が
有
名
で
あ

る
。
若
い
女
性
が
小
舟
に
の
り
ハ
ス
の
実
を
採
る
詩

で
あ
る
。梁
の
武
帝
は
楽
府
の「
採
蓮
曲
」を
作
っ
た
。

唐
代
の
李
白
に
よ
る「
採
蓮
曲
」は
フ
ラ
ン
ス
語
や

ド
イ
ツ
語
に
も
訳
さ
れ
マ
ー
ラ
ー
の
大
地
の
曲
第
四

章「
美
に
つ
い
て
」の
歌
曲
に
も
な
り
、世
界
中
の
人

に
感
銘
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
詩
を
紹
介
す

る
。

　

採
蓮
曲 

 

李
白　
　
　
　
　

若
那
谿
傍
採
蓮
女　
笑
隔
荷
花
共
人
語

日
照
新
妝
水
底
明　
風
飄
香
袂
空
中
舉

岸
上
誰
家
遊
冶
郎　
三
三
五
五
映
埀
楊

紫
騮
嘶
入
落
花
去　
見
此
踟

空
斷
腸

　

古
代
か
ら
現
代
ま
で
蓮
の
花
に
籠
め
る
思
い
が
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

市
川
桃
子
先
生
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
水
城
ま
ゆ
み
）
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中
国
江
南
漢
詩
ツ
ア
ー

―
交
流
会
・
講
演
会
・
観
光
と
盛
沢
山
―

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
住
田
・
古
田
両
先
生
を
筆
頭

に
、
九
詩
期
会
の
他
に
好
文
会
、
八
起
会
、
十
期
会

か
ら
も
参
加
を
得
て
総
勢
は
十
三
名
。
昨
年
の
十
月

二
十
五
日
出
発
、
三
十
日
帰
国
。
漢
詩
の
ふ
る
さ
と

を
訪
ね
る
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
漢
詩
愛
好
者
と
交

流
を
し
よ
う
と
い
う
大
き
な
目
的
が
あ
っ
た
。

　

交
流
会
は
旅
の
三
日
目
、
世
界
遺
産「
蘇
州
古
典

園
林
」の
一
つ
で
あ
る

蘇
州
最
古
の
庭
園「
滄

浪
亭
」の
一
室
で「
滄

浪
詩
社
蘇
州
詩
詞
協

会
」と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

　

蘇
州
大
学
教
授
で

昆
劇
の
研
究
家
で
あ

る
周
秦
滄
浪
詩
社
長

と
住
田
先
生
の
挨
拶

及
び
相
互
の
紹
介
か

ら
は
じ
ま
っ
て
、
十
期

会
の
中
野
さ
ん
の
依

頼
に
よ
り「
前
赤
壁
の

賦
」が
中
国
語
で
朗
詠
さ
れ
る
と
、
周
秦
氏
は
じ
め
、

魏
嘉

前
詩
社
長
な
ど
詩
社
の
皆
さ
ん
の
朗
詠
が

次
々
続
い
た
。
民
謡
の
よ
う
に
音
楽
的
で
、
そ
の
う

え
み
な
さ
ん
美
声
で
よ
く
声
が
通
る
。
感
動
的
で
、

当
方
は
住
田
先
生
が
詩
吟
を
披
露
さ
れ
た
後
は
、
出

番
を
失
う
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
書
家
の
王
淵
青
氏
の
書
、
画
家
の
顧
逸
氏

の
画
の
席
上
揮
毫
が

あ
り
、
こ
れ
に
は
九
詩

期
会
の
牛
山
さ
ん
が

書
を
席
上
揮
毫
し
て

応
え
た
。
和
気
あ
い
あ

い
の
楽
し
い
交
歓
会

で
、
こ
の
あ
と
昼
食
も

近
く
の
蘇
州
料
理
店

で
一
緒
に
楽
し
ん
だ
。

　

交
流
会
の
様
子
を

古
田
先
生
は
、
次
の
よ

う
に
詠
ま
れ
た
。

　

滄
浪
亭
中
日
詩
社
交
流
会 

古
田
光
子

姑
蘇
訪
到
度
秋
風 

姑こ

蘇そ

訪
ね
到
れ
ば
秋
風
度
る

古
雅
江
亭
和
気
充 

古
雅
の
江
亭　
和
気
充
ち
た
り

中
日
騒
人
親
睦
會 

中
日
の
騒
人　
親
睦
の
会

吟
詩
揮
筆
興
無
窮 

詩
を
吟
じ
筆
を
揮
い
て
興
窮
り
無
し

　

蘇
州
大
学
の
呉
雨
平
教
授
の
講
演
会
は「
同
化
と

異
化
―
日
本
漢
詩
と
中
国
古
典
詩
歌
伝
統
」と
題
し

て
大
学
の
教
室
で
行

わ
れ
た
。

　

教
授
は
、
中
国
の

漢
詩
で
は「
志
」
を

表
す
が
、
日
本
で
は

「
心
」を
表
す
。
日
本

人
は
漢
詩
を「
摂
取

醇
化
」
し
て
中
国
人

の
感
性
に
は
な
い
独

特
の
感
情
を
表
す

「
和
臭
」の
漢
詩
を
発

展
さ
せ
た
と
話
さ
れ

た
。
初
心
者
の
和
臭

で
は
な
く
、
中
国
の

漢
詩
と
は
ま
た
ひ
と

味
違
う
別
の
漢
詩
に

な
っ
て
い
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

　

講
演
終
了
後
、
住

田
先
生
が
教
室
の
黒

板
に
次
の
詩
を
発
表

さ
れ
る
と
、
教
授
以

会
員
の
活
動
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司
会
者
に
よ
る
朗

詠
漢
詩
の
紹
介
と
そ

の
朗
読
に
引
き
続
き
、

吟
詠
が
行
わ
れ
た
。
吟

詠
者
は
当
会
の
住
田

笛
雄
、
横
溝
比
呂
美
、

内
山
義
弘
の
各
先
生

方
に
お
願
い
し
た
。
ま

た
漢
詩
の
中
国
語
に

よ
る
朗
読
に
は
日
中

友
好
協
会
の
陣
愛
樺

さ
ん
の
協
力
に
よ
る

美
声
を
聞
く
こ
と
も

で
き
た
。
更
に
漱
石
の

漢
詩
に
関
す
る
エ
ッ

セ
イ「
思
い
出
す
事
な

ど
」の
第
五
章
他
の
朗

読
を
室
橋
幸
子
先
生

に
お
願
い
し
た
。

　

ま
た
新
し
い
試
み
と
し
て
、
書
道
吟
を
行
い
、
黒

田
侯
爵
の「
路
上
偶
作
」と
漱
石
の「
無
題
」に
つ
い

て
、
漢
詩
の
吟
詠
に
合
わ
せ
て
室
橋
先
生
の
筆
に
よ

り
催
行
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
詩
游
会
員
と
神
漢
連
、
そ
れ
に
小
田
原

近
郊
の
方
々
を
合
わ
せ
て
六
十
余
名
が
参
加
し
、
盛

会
の
裡
に
終
了
し
た
。

　

ま
た
同
時
期
に
十
五
日
間
に
わ
た
り
、
清
閑
亭
蔵

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
於
い
て
吟
詠
詩
の
展
示
も
行
わ
れ

千
五
百
人
余
の
来
場
者
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

 

（
川
上
修
己
）

る
こ
と
が
で
き
、
い

い
旅
で
し
た
。
こ
れ

も
み
な
日
中
協
会
を

は
じ
め
と
す
る
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
す
。
連
盟
か
ら

お
土
産
用
に
い
た
だ

い
た
静
夜
思
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
は
と
て
も
好

評
で
し
た
。
深
く
感

謝
し
ま
す
。

（
九
詩
期
会
の
Ｈ
Ｐ

（
神
漢
連
Ｈ
Ｐ
か
ら

リ
ン
ク
あ
り
）
に
は

江
南
漢
詩
ツ
ア
ー
の

写
真
や
動
画
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

（
山
口
幸
雄
）

小
田
原
清
閑
亭
で
の
漢
詩
吟
詠
会

　

恒
例
に
な
っ
た〝
清
閑
亭
観
月
漢
詩
吟
詠
会
〞が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
と
神
漢
連

の
詩
游
会
と
の
共
催
で
昨
秋
の
九
月
三
十
日
に
小
田

原
の
旧
黒
田
長
成
侯
爵
別
邸
に
於
い
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
生
誕
百
五
十
年「
夏
目
漱
石
と
黒
田
長
成
侯

爵
の
漢
詩
を
詠
う
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
行
わ
れ
、

長
成
侯
爵
の
漢
詩
十
首
と
漱
石
の
漢
詩
十
三
首
が
朗

詠
さ
れ
た
。

下
中
国
人
の
学
生
も
感
心
し
き
り
で
あ
っ
た
。

　

蘇
州
丁
酉
重
陽 

 

住
田
笛
雄

逆
旅
庭
前
蘇
國
秋 

逆
旅
の
庭
前　
蘇
国
の
秋

清
光
仰
視
獨
閑
遊 

清
光
仰
ぎ
視
て　
独
り
閑
遊

重
陽
佳
夜
半
天
月 

重
陽
の
佳か

夜や　

半
天
の
月

遙
憶
故
園
君
見
不 
遙
か
に
故
園
を
憶
う　
君
見
る
や
不い
な
や

　　

観
光
で
は
上
海
の
豫
園
や
杭
州
の
霊
隠
寺
、
西

湖
、
水
郷
の
烏
鎮
な
ど
を
訪
ね
、
寒
山
寺
で
は
八
起

会
の
長
岡
さ
ん
の
指
揮
の
下
、
詩
碑
の
前
で
全
員
で

「
楓
橋
夜
泊
」を
吟
詠
し
て
中
国
人
観
光
客
の
注
目

を
浴
び
た
。

　

最
後
に
台
風
二
十
二
号
の
お
か
げ
で
帰
り
の
飛
行

機
が
欠
航
と
な
り
、
急
遽
空
港
近
く
の
小
さ
な
ホ
テ

ル
に
泊
ま
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
国

際
電
話
が
か
け
ら
れ
ず
、
夜
に
は
英
語
の
わ
か
る
職

員
が
い
な
く
な
る
と
い
う
ホ
テ
ル
だ
っ
た
が
、
中
国

語
の
で
き
る
古
田
先

生
と
好
文
会
の
埴
原

さ
ん
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
た
。
お
か
げ

で
思
い
が
け
ず
安
く

て
お
い
し
い
料
理
を

食
べ
る
こ
と
も
で
き

た
。

　

一
行
十
三
人
が
助

け
あ
っ
て
無
事
楽
し

く
日
程
を
終
え
、
所

期
の
目
的
も
達
成
す
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鎌
倉
漢
詩
会　

第
二
回
作
品
展

　

平
成
二
十
九
年
十
一

月
三
日
よ
り
三
日
間
、

鎌
倉
漢
詩
会（
礒
野
衞

孝
先
生
主
宰
）会
員
の

漢
詩
作
品
二
十
五
点

を
、
鎌
倉
市
民
文
化
祭

へ
の
参
加
と
し
て
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
展
示
し
た
。

作
品
は
す
べ
て
七
言
絶

句
、
見
易
い
よ
う
に
墨

書
し
て
掛
軸
や
額
装
と
し
、
活
字
に
よ
る
読
み
下
し

文
を
添
付
し
た
。
ご
来
場
者
は
総
数
百
二
十
余
名
と

盛
況
だ
っ
た
。

一
． 

作
品
の
テ
ー
マ
は
各
自
一
点
を
題
詠「
鎌
倉
を

詠
む
」と
し
、
も
う
一
点
を
自
由
題
と
し
た
。

題
詠
で
は
鎌
倉
ら
し
く
社
寺
を
詠
う
詩
が
多

か
っ
た
。
自
由
題
で
は
叙
景
歌
や
歴
史
懐
古
が

多
か
っ
た
。

二
． 

最
近
話
題
の
自
詠
自
書
に
つ
い
て
は
、
会
員

十
二
名
の
う
ち
四
名
が
文
字
通
り
の
自
書
で

あ
っ
た
が
、
他
の
八
名
も
、
鎌
倉
漢
詩
会
会
員

に
よ
る
揮
毫
で
あ
り
、
広
い
意
味
で
は
自
詠
自

書
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三
． 

読
み
下
し
文
と
難
解
の
用
語
の
解
釈
を
記
し

た
附
箋
を
添
え
た
。 

（
鈴
木
栄
次
）

漢
詩
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
に
携
わ
っ
て

　

詩
游
会
で
は
会
員
と
講
師
の
先
生
と
で
、
自
詠
の

漢
詩
暦
を
作
り
今
年
で
三
作
目
と
な
り
ま
す
。
各
人

が
希
望
の
月
を
選
び
漢
詩
を
一
首
作
り
、
そ
の
漢
詩

に
合
っ
た
写
真
を
持
ち
寄
り
ま
す
。

　

初
回
時
は
暦
の
部
分
、
漢
詩
と
写
真
と
の
配
置
な

ど
全
て
手
作
り
で
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
度

か
ら
漢
詩
と
写
真
と
の
紙
面
構
成
を
当
方
で
製
作
、

暦
の
部
分
と
印
刷
製
本
は
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
、

完
成
度
の
高
い
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
漢
詩
と
季
節
感
の
あ
る
写

真
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
両
方
に
マ
ッ
チ
し
た
写
真

の
無
い
と
き
は
大
変
苦
労
し
ま
す
。
以
前
撮
影
し
た

写
真
か
ら
探
し
た
り
、
現
場
に
行
っ
て
撮
影
し
て
来

る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
季
節
に

合
っ
た
写
真
を
確
保
し
て
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
て

安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
入
門
講
座
受
講
時
の
自
己
紹
介
の
席
で
、

「
自
分
の
詠
ん
だ
漢
詩
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
た
い
」

と
希
望
を
話
し
た
事
を
念
頭
に
、
二
十
六
年
に
鎌
倉

を
二
十
七
年
に
横
浜
の
四
季
を
詠
ん
だ
六
詩
で
六
枚

綴
の
自
分
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

「
詩
游
会
漢
詩
暦
」

の
製
作
に
繋
が
っ

た
事
に
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま

す
。（横

溝
喜
久
男
）

詩
游
会
の
漢
詩
創
作
活
動

同
人
詩
集
発
行

　

詩
游
会
で
は
平
成
二
十
二
年
の
発
足
以
来
、
日
頃

の
詩
作
を
ま
と
め
て
、小
冊
子
に
し
て
き
た
。

　

昨
年
発
足
丸
五
年
を
記
念
し
て「
詩
游
会
漢
詩
集
」

（
百
三
十
四
頁
）を
手
作
業
で
製
本
、
二
百
部
を
配

布
。巻
末
に
結
成
以
来
の
活
動
記
録
を
添
え
て
お
り
、

会
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
を
確
認
で
き
る
縁（
よ
す

が
）に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
恒
例
の
宿
泊
吟
行

会
の
作
品
を
吟
行
詩
集
と
し
て
少
部
数
、
ほ
ぼ
毎
年

発
行
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
漱
石
ゆ
か
り
の
伊
豆
修
善
寺「
菊
屋
」

と
大
患
当
時
の
足
跡
を
テ
ー
マ
に「
修
善
寺
吟
行
詩

集
」（
五
十
四
頁
。
カ
ラ
ー
写
真
）に
纏
め
る
こ
と
が

で
き
た
。こ
の
巻
頭
に
は（
故
）田
原
先
生
の
次
の
遺

作
が
旅
の
写
真
と
共

に
載
っ
て
お
り
、
各
自

の
思
い
を
又
、
特
別
な

も
の
と
し
て
い
る
。

（
新
井
治
仁
）

　

漱
石
聞
鵑 

 

田
原
健
一

 

山
齊
霧
杳
閲
書
迷 

山
斎　
霧
杳
と
し
て　
書
を
閲
す
る
に
迷
う

 

篁
裏
子
規

囁
啼 

篁こ
う
裏り 

子
規　
じ
ゅ
囁し
ょ
うの
啼

措
筆

然
欹
耳
聽 

筆
を
措
い
て
ぼ
う
然ぜ
ん
耳
を
欹
て
て
聴
く

亡
朋
到
否
自
悽
悽 

亡
朋
到
り
し
や
否
や　
自
ず
か
ら
悽
悽
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私
は
居
な
が
ら
に
し
て
唐
の
都
を
見
物
し
、
興
味

は
増
す
ば
か
り
。
漢
詩
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
文
化

そ
の
も
の
に
対
し
て
の
理
解
が
深
ま
っ
て
行
く
の
を

ま
さ
に
感
じ
ら
れ
る
ひ
と
時
で
す
。

　

中
国
全
般
に
わ
た
っ
て
、
毎
回
新
し
い
発
見
の
あ

る
漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
へ
出
か
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
次
第
で
す
。

（
編
集
者
注
）佐
藤
さ
ん
は
漢
詩
鑑
賞
に
興
味
が
あ

り
、神
漢
連
に
入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

漢
詩
こ
の
一
冊

大
森
冽
子

「
漢
詩
を
読
む
」　

平
凡
社　

全
四
冊　
　

宇
野
直
人　

江
原
正
士　

共
著

一
．詩
経
、屈
原
か
ら
陶
淵
明
へ

二
．謝
霊
運
か
ら
李
白
、杜
甫
へ

三
．白
居
易
か
ら
蘇
東
坡
へ

四
．陸
游
か
ら
魯
迅
へ

　

漢
詩
集
は
通
常
、漢
詩
白
文
、読
下
し
、語
釈
、及

び
通
釈
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
や
た
ら
と
多
数

の
漢
詩
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
、
語
釈
・
通
釈

は
そ
の
詩
の
鑑
賞
を
手
助
け
す
る
も
の
と
の
位
置
づ

け
で
あ
る
。
し
か
し
、
初
心
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の

詩
の
素
晴
ら
し
さ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
の
詩
が

生
れ
た
時
代
背
景
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
ど
の

よ
う
に
鑑
賞
す
れ
ば
い
い
の
か
等
、
基
本
的
な
こ
と

が
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
本
は
こ
の
よ
う
な
漢
詩
初
心
者
の
悩
み
を
一

を
や
り
繰
り
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
赴
く
の

は
、
実
は
こ
れ
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
逆

に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
、
向
上
に
資
し
て
い
る

と
確
信
す
る
か
ら
で
す
。
漢
詩
に
於
い
て
も
、
産
み

の
苦
し
み
の
後
、
出
来
上
が
っ
た
喜
び
は（
拙
作
と

言
え
ど
）他
に
例
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
と
私

佐
藤
惠
子

　
「
王
維
は
姿
か
た
ち
が
美
し
く
、
詩
を
作
り
絵
を

描
き
、
そ
の
上
音
楽
に
も
秀
で
、
才
能
が
あ
ふ
れ
て

い
た
も
の
で
す
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
で
も
て
は
や
さ
れ

た
の
で
す
な
あ
。」

と
、
漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
の
講
師
玉
井
幸
久
先
生
は
感
に

堪
え
な
い
面
持
ち
で
話
さ
れ
ま
す
。

　

耳
を
傾
け
て
い
る
と
自
然
に
王
維
と
い
う
詩
人
の

イ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
、
い
つ
の
間
に
か
唐
の
時
代
へ

向
か
っ
て
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
一
体

詩
人
は
ど
ん
な
家
に
住
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
服
を
き

て
何
を
食
べ
又
ど
ん
な
楽
器
を
奏
で
た
の
だ
ろ
う
か

と
、
知
り
た
い
事
柄
が
次
か
ら
次
へ
と
湧
き
出
す
の

で
す
。

　

そ
れ
に
答
え
る
か
の
よ
う
に
玉
井
先
生
は
詩
人
の

親
兄
弟
友
人
知
人
の
話
か
ら
始
ま
り
、
典
故
を
遡
り

　

漢
の
時
代
へ
飛
び
、
ま
た
関
連
す
る
多
く
の
詩
人

の
漢
詩
や
故
実
、
政
争
、
植
物
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面

に
お
よ
び
縦
横
無
尽
に
動
き
ま
わ
り
ま
す
。
時
に
は

長
安
の
平
面
図
や
五
岳
の
高
さ
な
ど
、
そ
の
説
明
は

と
て
も
詳
細
で
す
。

「
牛
の
歩
み
の
如
く
の
只
今
で
す
」

九
詩
期
会　

平
賀
康
雄

　

は
る
か
以
前
、
祖
父
や
そ
の
友
人
諸
氏
等
、
ご
く

近
く
に
漢
詩
に
造
詣
の
深
い
人
達
が
お
り
、
青
年
時

代
の
頃
か
ら「
い
つ
か
は
自
分
も
漢
詩
を
・
・
・
」

と
の
思
い
で
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
か
に
縁

あ
っ
て
入
っ
た
茶
の
湯
や
英
語
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

長
々
時
間
を
か
ま
け
て
い
る
う
ち
、
最
早
六
十
代
も

後
半
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

遅
ま
き
な
が
ら
、
た
ま
た
ま
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟

の
平
成
二
十
七
年
度
初
心
者
講
座
を
受
講
す
る
機
会

を
得
て
、
連
盟
の
一
員
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
先
生
方
や
先
輩
方
の
ご
縁
を
賜
わ
る
事

と
な
り
、有
り
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。と
は
言
え
、

今
ま
で
中
国
の
歴
史
や
伝
統
文
化
に
は
多
少
関
心
が

あ
り
な
が
ら
も
、
何
し
ろ
漢
文
、
漢
詩
の
素
養
、
下

地
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、
詩
作
に
は
い
つ
も
難
渋

し
、
牛
の
歩
み
の
域
を
出
な
い
現
状
で
す
。
最
近
は

「
漢
詩
名
作
集
成
」、「
漢
詩
一
日
一
首
」等
の
中
国
、

日
本
の
名
作
集
他
、
旧
知
の
先
輩
方
の
詩
文
集
等
な

る
べ
く
多
く
の
名
詩
を
日
々
繙
い
て
、
漢
語
の
語
彙

や
用
法
等
を
習
得
す
る
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
主
務
で
あ
る
僧
侶
と
し
て
の
仕
事
の

他
、
い
く
つ
か
の
公
け
の
仕
事
も
抱
え
る
中
、
時
間

会
員
だ
よ
り
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次
い
で
、
鷲
野
先
生
か
ら
、
次
の
順
序
で
受
講
者

の
実
習
を
含
む
講
義
が
あ
っ
た
。

一
． 

私
の
作
詩
指
導
の
実
践

二
． 

漢
詩
の
基
本
規
則

三
． 

七
言
絶
句
の
正
格
と
拗
救
・
冒
韻
に
つ
い
て

四
． 

詩
を
与
え
て
受
講
者
に
鑑
賞
さ
せ
る
・
詩
を
与

え
て
受
講
者
に
添
削
さ
せ
る

五
． 

受
講
者
が
作
詩
、お
互
い
に
添
削

　

紙
面
の
関
係
も
あ
り
逐
一
詳
細
に
ご
紹
介
で
き
な

い
が
、
私
に
と
っ
て
の
一
番
の
収
穫
は
、
鷲
野
先
生

提
唱
の「
私
の
作
詩
指
導
の
実
践
」が
神
漢
連
の
入

門
講
座
で
既
に
実
施
し
て
い
る
講
義
の
内
容
と
ほ
ぼ

同
じ
で
我
々
は
間
違
っ
た
教
育
は
し
て
い
な
か
っ
た

と
確
認
出
来
た
事
で
あ
る
。

　

研
修
会
終
了
後
、「
修
了
書
」を
頂
い
た
が
、
わ
ず

か
二
日
の
研
修
で
指
導
者
と
し
て
の
資
格
、
実
力
が

身
に
つ
い
た
と
は
思
わ
な
い
。
添
削
の
実
践
、
漢
詩

の
背
景
に
関
す
る
基
本
知
識
な
ど
の
更
な
る
研
修
指

導
を
受
け
て
初
め
て
真
の
指
導
者
に
な
れ
る
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
全
漢
連
で
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
集

め
て
第
二
回
の
研
修
会
を
や
る
予
定
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
第
一
回
受
講
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
も
考
慮

願
い
た
い
と
意
見
具
申
し
て
い
る
。
今
回
は
状
況
把

握
の
意
味
も
あ
っ
て
私
が
参
加
し
た
が
、
第
二
回
以

降
は
適
任
者
に
順
番
に
受
講
し
て
頂
く
予
定
に
な
っ

て
い
る
。

に
待
っ
て
い
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。」

江 

「
ウ
チ
で
ぐ
ー
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
？
」

宇 

「
風
雨
は『
詩
経
』以
来
、逆
境
の
た
と
え
で

 

〝
私
の
人
生
、
今
ま
で
雨
風
続
き
で
暗
か
っ
た
〞

と
。」

江 

「
す
る
と
武
士
が「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」と
格
好

よ
く
言
っ
て
る
さ
ま
で
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。」

　

ま
る
で
話
を
聞
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
い
つ
の
間

に
か
詩
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

第
一
回
漢
詩
指
導
者
養
成
研
修
会
に
参
加

神
漢
連
会
長　

三
村
公
二

　

全
日
本
漢
詩
連
盟
の
理
事
会
な
ど
で
多
く
の
地
区

漢
詩
団
体
か
ら「
漢
詩
普
及
の
為
に
は
詩
作
指
導
者

の
育
成
が
不
可
欠
」と
い
う
強
い
要
請
が
あ
り
、
そ

れ
に
応
え
る
形
で
第
一
回
漢
詩
指
導
者
研
修
会
が
、

湯
島
聖
堂
斯
文
会
館
会
議
室
で
、
八
月
三
日
〜
四
日

に
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
は
石
川
忠
久
先
生
と
鷲
野
正
明
先
生
の
お
二

人
で
、
受
講
者
は
全
日
本
漢
詩
大
会
で
入
選
・
入
賞

経
歴
が
あ
る
と
い
う
前
提
で
各
地
区
漢
詩
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
十
一
名
の
方
々
で
あ
っ
た
。

　

講
義
は
先
ず
石
川
先
生
の
次
の
二
つ
の
話
か
ら
始

ま
っ
た
。

一
． 

夏
目
漱
石
を
例
に
と
り
、
七
言
絶
句
か
ら
始
め

て
、五
言
絶
句
に
至
る
詩
作
階
梯
の
紹
介

二
． 

先
生
の
著
書「
漢
詩
の
稽
古
」を
使
っ
て
詩
語

の
選
び
方
の
重
要
性
な
ど
の
講
義

挙
に
解
決
し
て
く
れ
、
漢
詩

に
親
し
み
を
覚
え
る
優
れ

た
漢
詩
鑑
賞
の
一
冊
で
あ

る
。
本
の
構
成
と
し
て
は
、

詩
経
か
ら
魯
人
ま
で
中
国

を
代
表
す
る
詩
人
の
漢
詩

に
つ
い
て
、
時
代
順
に
各
詩

を
白
文
と
読
下
し
で
記
し
、

宇
野
直
人
と
江
原
正
士
が

対
談
方
式
で
、
各
詩
に
ま
つ

わ
る
時
代
背
景
、
故
事
の
説

明
、
詩
人
の
性
格
・
気
質
ま

で
述
べ
合
っ
て
い
る
。
宇
野

直
人
は
多
面
的
切
り
口
で

詩
人
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面

を
解
き
明
か
し
、
対
す
る
江
原
正
士
は
俳
優
で
漢
詩

に
並
々
な
ら
ぬ
造
詣
を
持
っ
て
お
り
、
二
人
の
息
の

合
っ
た
対
話
に
思
わ
ず
頷
い
た
り
、
に
や
り
と
し
て

し
ま
う
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　

例
え
ば
孟
浩
然
の
春
暁　
「
春
眠
不
覚
暁　

処
処

聞
啼
鳥　

夜
来
風
雨
声　

花
落
知
多
少
」で
は

宇 

「
一
見
の
ん
び
り
春
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な

詩
で
す
。」

江 

「
悟
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、ま
あ
情
景
描
写
で
す

ね
。何
か
意
味
合
い
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。」

宇 

「
朝
寝
坊
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
官
職
に
つ

い
て
い
な
い
と
い
う
告
白
に
な
る
ん
で
す
。」

江 

「
当
時
の
お
役
人
は
ず
い
ぶ
ん
朝
早
く
か
ら
勤

め
に
出
る
ん
で
し
た
ね
。」

宇 

「
ま
だ
星
の
見
え
る
う
ち
か
ら
宮
中
の
門
の
前
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漢
詩
と
私

　
　
　
　
　
　

中
島
龍
一

　
「
ベ
ン
セ
イ
シ
ュ
ク
シ
ュ
ク
」と
い
う
発
音
は
小

学
生
の
こ
ろ
か
ら
耳
に
し
て
い
た
。
周
り
の
大
人
が

よ
く
言
っ
て
い
た
か
ら
で
す
が
、
何
の
こ
と
か
分
か

ら
な
い
ま
ま
年
月
が
過
ぎ
意
味
が
分
か
っ
た
の
は

五
十
歳
の
頃
、
歴
史
の
本
に
漢
詩
が
載
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

声
粛
粛
夜
過
河　

暁
見
千
兵
擁
大
牙

　

遺
恨
十
年
磨
一
剣　

流
星
光
底
逸
長
蛇

　

ベ
ン
は
馬
の

だ
っ
た
。
こ
の
漢
詩
が
武
田
信
玄

と
上
杉
謙
信
に
よ
る
川
中
島
の
戦
い
を
詠
じ
て
い
る

こ
と
を
初
め
て
知
り
、
こ
の
時
か
ら
漢
詩
は
良
い
も

の
だ
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も

結
句
の　

流
星
光
底
逸
長
蛇　

の
七
字
目
は
信
玄
が

巳
年
生
ま
れ
な
の
で
、
虎
で
も
龍
で
も
な
く
蛇
な
の

だ
と
知
り
、
信
玄
の
生
年
千
五
百
二
十
一
年
を
調
べ

て
み
る
と
確
か
に
そ
の
と
お
り
巳
年
で
あ
っ
た
。
作

者
の
頼
山
陽
は
江
戸
時
代
の
二
百
五
十
年
前
の
事
実

を
こ
こ
ま
で
調
べ
て
漢
詩
を
作
っ
て
い
た
の
か
と
恐

れ
入
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

　

若
い
こ
ろ
、
鉄
鋼
会
社
の
技
術
者
と
し
て
溶
鉱
炉

で
鉄
を
製
造
し
て
い
た
。
高
度
経
済
成
長
の
初
め
の

頃
で
、
作
れ
ば
売
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
増
産
と

品
質
向
上
が
最
大
の
課
題
で
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
と

研
究
に
没
頭
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
残
業
も
極
め

て
多
か
っ
た
。
ま
た
単
身
赴
任
は
二
回
に
わ
た
り
十

数
年
間
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
に
は
読
書
は
海
外
サ
ス

ペ
ン
ス
、歴
史
小
説（
時
代
小
説
と
は
別
で
す
）に
特

化
し
て
い
て
、
漱
石
や
李
白
と
は
全
く
縁
が
な
か
っ

た
。

　

仕
事
で
の
資
料
作
り
も
殆
ど
技
術
に
関
す
る
表
や

グ
ラ
フ
と
数
字
を
駆
使
し
て
い
た
。
こ
の
反
動
で
文

学
や
詩
と
い
う
抽
象
的
、
感
傷
的
な
分
野
に
憧
れ
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

定
年
後
三
年
間
ほ
ど
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
、
六
十
八
歳

の
と
き
漢
詩
初
心
者
入
門
講
座
の
応
募
に
申
込
み
、

作
詩
の
ル
ー
ル
を
教
わ
っ
て
実
作
と
鑑
賞
を
始
め
、

そ
れ
か
ら
二
年
た
っ
た
こ
ろ
、
薦
め
ら
れ
て
横
浜
の

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
漢
詩
教
室
に
出
席
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。

　

一
年
目
は
七
言
絶
句
を
作
る
こ
と
で
、
苦
し
み
と

多
少
の
う
れ
し
さ
を
感
じ
た
が
、
二
年
目
に
な
る

と
、
良
い
詩
と
は
何
な
の
か
悩
み
始
め
た
。
こ
の
こ

ろ
言
わ
れ
た
言
葉
は「
規
模
の
大
き
な
風
景
・
事
実

は
二
十
八
文
字
で
は
描
き
切
れ
な
い
、
状
景
を
絞

れ
」「
自
己
満
足
す
る
前
に
、
他
者
が
そ
の
句
に
共
感

が
持
て
る
か
が
創
作
の
大
前
提
だ
」、「
見
え
透
い
た

理
念
は
詩
に
非
ず
」、「
す
べ
て
を
説
明
す
る
の
は
詩

的
で
な
い
」な
ど
な
ど
。

　

鑑
賞
も
し
な
け
れ
ば
と
本
も
読
ん
だ
が
、
な
か
な

か
良
い
詩
が
ど
れ
な
の
か
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し

何
度
か
同
じ
本
を
繰
り
返
し
て
読
む
と
段
々
と
分

か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
喜
び
を
感
じ
て

く
る
。
鑑
賞
も
実
作
も
漢
詩
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
あ
る
程
度
、
理
解
が
上
達
し
な
け
れ
ば
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

特
に
心
に
残
っ
て
い
る
言
葉
は
、
以
前
に
神
奈
川

清
韻
に
も
書
い
た
が
、詩
と
い
う
も
の
は

「
一
読
し
て
飛
躍
の
爽
快
さ
を
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
、

簡
潔
と
飛
躍
が
漢
詩
で
あ
る
、
簡
潔
の
裏
に
は
熟
慮

を
蔵
し
な
け
れ
ば
飛
躍
に
な
ら
な
い
」（
吉
川
幸
次

郎
）

「
大
切
な
の
は
、
普
通
の
語
で
非
凡
な
こ
と
を
言
う

の
で
あ
る
」（
シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
）

「
私
は
詞
を
作
る
と
き
、
書
く
こ
と
と
書
か
な
い
こ

と
を
ま
ず
決
め
る
」（
作
詞
家
松
本
隆
）

「
詩
は
、な
に
か
目
立
つ
も
の
、な
に
か
人
の
気
付
か

な
い
視
点
を
見
出
せ
ば
勝
ち
」（
石
川
忠
久
）

な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
表
現
は
異
な
る
が
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を

言
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
詩
は
調
査
報
告

書
や
新
聞
記
事
と
は
違
う
の
で
あ
り
、
芸
術
作
品
な

の
で
あ
る
。
読
む
人
が
心
に
感
ず
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。（
俳
句
や
短
歌
も
然
り
で

し
ょ
う
）

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
理
解
し
て
も
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
創
作
に
効
果
が
表
れ
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。そ
れ
は
そ
れ
で
自
己
不●

満
足
し
な
が
ら
も
、

末
永
く
気
楽
に
漢
詩
と
接
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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平
成
二
十
九
年
度

　
　
　

全
日
本
漢
詩
大
会
愛
知
大
会

 

川
上　

修
己

　

犬
山
城
下
鵜
飼 

犬
山
城
下
の
鵜
飼

瞻
仰
古
城
雲
靜
流 

瞻せ
ん
仰ぎ
ょ
うす
古
城　
雲
静
か
に
流
れ

蘇
江
汎
汎
遶
陵
丘 

蘇
江
汎
々
と
し
て　
陵
丘
を
遶
る

月
潭
篝
火
漁
翁
影 

月
潭
の
篝
火　
漁
翁
の
影

溌
剌
香
魚
躍
客
舟 

溌
剌
た
る
香
魚　
客
舟
に
躍
る

愛
知
大
会
の
受
賞
に
憶
う

　

平
成
二
十
九
年
度
の
全
日
本
漢
詩
大
会
が
昨
秋
の

十
月
十
四
日（
土
）に
名
古
屋
城
近
く
の
愛
知
学
院

大
学
名
城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
の

詩
題
は
日
本
の「
城
」で
あ
り
、日
本
に
は
国
宝
の
城

か
ら
名
の
知
れ
な
い
城
壘
・
城
跡
な
ど
非
常
に
多
く

存
在
し
て
い
る
。
詩
と
し
て
こ
れ
ら
の
多
く
の
中
か

ら
何
を
詠
ず
る
か
が
苦
心
す
る
所
で
あ
っ
た
。
城
と

そ
の
歴
史
的
背
景
は
付
き
物
で
あ
り
、
受
賞
作
品
の

多
く
は
城
と
そ
の
歴
史
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
受
賞
し
た
私
の
作
品
は
こ
の
歴
史
的

背
景
を
避
け
て
み
た
。
詩
題
の
よ
う
に
国
宝
犬
山
城

と
城
下
の
鵜
飼
い
に
着
目
し
た
。
こ
の
視
点
が
受
賞

に
功
を
奏
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

大
本
山
總
持
寺
賞

　

犬
山
城
は
か
っ
て
二
回
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
国

宝
の
小
さ
な
城
が
木
曽
川
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
い

る
。
鵜
飼
い
は
こ
こ
の
木
曽
川
で
も
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
な
く
長
良
川
で
経
験
し
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
経
験
が
作
詩
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

起
句
は
遠
望
の
城
の
状
景
で
あ
り
、
承
句
は
こ
れ

を
取
り
巻
く
木
曽
川（
蘇
江
）の
景
色
で
あ
る
。転
句

は
夕
闇
の
鵜
飼
い
の
様
子
を
詠
い
、
結
句
は
鵜
が
捕

ら
え
た
鮎
が
船
上
で
跳
ね
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
詩

の
神
髄
で
あ
る
結
句
で
は
誰
も
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
り

や
は
り
一
番
苦
労
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
鵜
飼
い
の

実
景
を
転
句
結
句

で
説
明
の
句
で
な

い
よ
う
に
し
か
も

起
句
承
句
と
つ
な

が
り
の
表
現
が
困

難
で
あ
っ
た
。
こ

の
二
句
は
詩
情
が

表
現
で
き
た
よ
う

に
思
う
。
今
回
の

特
別
賞
に
選
出
さ

れ
た
こ
と
は
青
天

の
霹
靂
で
あ
り
望

外
の
喜
び
で
あ
っ

た
。

 

池
上　

一
利

　

今
歸
仁
城
懷
古 

　

今な

帰き

仁じ
ん

城じ
ょ
う

懐か
い
こ古

南
海
潮
平
摩
夏
天 

南
海　
潮う
し
お平
か
に　
夏
天
に
摩
す

舊
壕
故
壘
碧
苔
穿 

旧
壕　
故
塁　
碧
苔
穿
つ

群
雄
遺
恨
今
安
在 

群
雄
の
遺
恨　
今　
安
く
に
在
り
や

鬼
哭
啾
啾
榕
樹
邊 

鬼
哭
啾
々
た
り　
榕
樹
の
辺

 

岡
田　

泰
男

　

甍
上
大
魚
躍 

　

甍
の
上
に
大
魚
は
躍
る

諸
侯
覇
業
思
聯
綿 

諸
侯
の
覇
業　
思
い
聯れ
ん

綿め
ん

虎
踞
龍
蟠
三
百
年 

虎こ

踞き
ょ

竜り
ゅ

蟠う
ば
んの
三
百
年

鐵
馬
金
城
經
劍
戟 

鉄
馬　
金
城　
剣
戟
を
経
て

偉
容
歷
歷
尾
州
天 

偉
容
歴
々
た
り　
尾
州
の
天

 

香
取　

和
之

　

會
津
若
松
城
懷
古 　
会
津
若
松
城
懐
古

朱
甍
白
壁
昔
年
粧 

朱し
ゅ
甍ぼ
う　

白
壁　
昔
年
の
装
い

遙
憶
戊
辰
應
斷
腸 

遙
に
戊
辰
を
憶
え
ば　
応
に
断
腸

血
淚
戰
塵
苔
壘
下 

血
涙　
戦
塵　
苔
塁
の
下

縦
爲
朝
敵
守
家
鄕 

縦
え
朝
敵
と
為
る
と
い
え
ど
も
家
郷
を
守
ら
ん

 

齋
藤　
　

護

　

憶
古
城 

　

古
城
を
憶
う

遺
恨
當
年
不
可
言 

遺
恨　
当
年　
言
う
可
か
ら
ず

興
亡
覇
業
已
無
痕 

興
亡　
覇
業　
已
に
痕
無
し

英
雄
詠
得
能
州
景 

英
雄　
詠
み
得
た
る　
能
州
の
景

重
疊
山
河
猶
自
存 

重
畳
と　
山
河
猶な

自お

存
す

佳　

作

入　

選

神
漢
連
会
員「
全
国
漢
詩
大
会
」で
大
活
躍

神
漢
連
会
員「
全
国
漢
詩
大
会
」で
大
活
躍
（
通
常
の
Ｐ
Ｃ
で
対
応
で
き
な
い
旧
漢
字

は
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
ま
す
。　

）
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牛
山　

知
彦

　

金
港
驟
雨 

　

金
港
驟
雨

吹
起
烈
風
揚
素
波 

吹
き
起
る
烈
風　
素
波
を
揚
ぐ

白
鷗
去
盡
黑
雲
過 

白
鴎　
去
り
尽
し
て　
黒
雲
過よ
ぎ
る

雷
聲
殷
殷
須
臾
雨 

雷
声
殷
殷　
須
臾
の
雨

天
霽
港
邊
船
影
多 

天
霽
れ
て　
港
辺　
船
影
多
し

 

小
嶋
明
紀
子

　

尋
道
士
山
居 

　

道
士
の
山
居
を
尋
ぬ

欲
訪
幽
居
穿
薜
蘿 

幽
居
を
訪
は
ん
と
欲
し
て
薜へ
い
蘿ら

を
穿
つ

松
崖
十
丈
谷
風
斜 

松
崖　
十
丈　
谷
風
斜
め
な
り

白
雲
生
處
見
何
物 

白
雲
生
ず
る
処　
何
物
か
を
見
る

君
錬
丹
砂
餐
碧
霞 

君　
丹
砂
を
錬
っ
て　
碧
霞
を
餐
す

 

住
田　

笛
雄

　

旅
窗
曉
月 

　

旅
窓
の
暁
月

落
月
窺
窗
山
桂
芬 

落
月　
窓
を
窺
っ
て　
山さ
ん

桂け
い

芬ふ
ん
た
り

一
聲
啼
血
醉
中
聞 

一
声
の
啼て
い
血け
つ　

酔
中
に
聞
く

南
風
吹
夢
歸
心
切 

南
風　
夢
を
吹
い
て　
帰
心
切
な
り

渭
樹
江
雲
遙
想
君 

渭い

樹じ
ゅ　

江
雲　
遥
か
に
君
を
想
ふ

室
橋　

幸
子

　

夏
日
書
懷 

　

夏
日
書
懷

亂
蟬
聒
聒
火
雲
昌 

乱
蝉　
聒か
つ
聒か
つ　

火か

雲う
ん

昌さ
か
ん
な
り　

竹
搨
汗
衫
殘
照
長 

竹ち
く
搨と
う　

汗か
ん
衫さ
ん　

残
照
長
し

懶
惰
奈
何
還
自
笑 

懶
惰　
奈
何
ぞ　
還
た
自み
ず
から
笑
ふ

一
杯
冷
酒
一
時
涼 

一
杯
の
冷
酒　
一
時
の
涼

入　

選

 

城
田　

六
郎

　

屋
久
島
繩
文
杉 

　

屋
久
島
の
繩
文
杉

洋
上
靑
螺
樹
鬱
蒼 

洋
上
の
青
螺　
樹じ
ゅ

鬱う
つ

蒼そ
う

不
逢

鉞
幾
星
霜 

ふ

鉞え
つ
に
逢
わ
ざ
る
こ
と
幾
星
霜

瘤
根
盤
地
十
圍
幹 

瘤
根
地
に
盤
わ
だ
か
まる
十
囲
の
幹

尖
杪
凜
乎
如
劍
鋩 

尖せ
ん
杪び
ょ
う凜
乎
と
し
て
剣け
ん
鋩ぼ
う
の
如
し

 

杉
森
千
枝
美

　

過
舊
廬 

　

旧
廬
に
過
る

廢
井
苔
階
蟲
語
滋 

廃は
い
井せ
い
の
苔
階　
虫
語
滋
し

西
風
搖
動
碧
梧
枝 

西
風
揺
動
す
碧
梧
の
枝

簷
前
墜
葉
無
人
掃 

簷
前
の
墜
葉　
人
の
掃
く
無
く

白
露
荒
庭
橘
柚
垂 

白
露
の
荒
庭　
橘き
つ
柚ゆ
う
垂
る

第
二
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会
・
熊
本

 

上
田　

尤
子

　

宏
村
偶
成 

　

宏
村
偶
成

白
壁
連
延
水
上
村 

白
壁
連
延　
水
上
の
村

埀
楊
湖
畔
綠
陰
繁 

垂
楊
の
湖
畔　
緑
陰
繁
し

老
翁
獨
坐
薰
風
下 

老
翁　
独
り
坐
す　
薫
風
の
下も
と

只
聽
淸
流
響
小
軒 

只
だ
清
流
の
小
し
ょ
う
軒け
ん
に
響
く
を
聴
く

入　

選

佳　

作

 

城
田　

六
郎

小
田
原
城
懷
古 

小
田
原
城
懐
古

關
左
封
侯
五
代
榮 

関か
ん
左さ

の
封
侯　
五
代
栄
え
る
も

豐
公
奇
計
拔
金
城 

豊
公
の
奇
計　
金
城
を
抜
く

連
綿
語
繼
興
亡
事 

連
綿
と
し
て
語
り
継
ぐ　
興
亡
の
事

一
炷
誰
猶
奠
古
塋 
一い
っ
炷し
ゅ　

誰
か
猶
お
古
塋
に
奠
す

 

杉
森
千
枝
美

　

新
柳 

　

新
柳

御
溝
堤
上
景
風
晨 

御ぎ
ょ
溝こ
う
の
堤
上　
景
風
の
晨

埀
柳
鵝
黄
雨
後
新 

垂
柳
の
鵝が

黄こ
う　

雨
後
新
た
な
り

細
細
千
條
輕
拂
水 

細
々
た
る
千
条　
軽
く
水
を
払
ひ

翠
靑
不
日
舞
陽
春 

翠
青　
日
な
ら
ず
し
て　
陽
春
に
舞
は
ん

第
二
十
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

 

住
田　

笛
雄

　

春
日
野
遊 

　

春
日
野
遊

櫻
花
花
信
出
門
之 

桜
花
の
花
信
に
門
を
出
で
て
之ゆ

け
ば

東
野
風
吹
紅
影
奇 

東と
う
野や

に
風
吹
い
て
紅
影
奇
な
り

樹
下
坐

能
養
老 

樹
下む
し
ろに
坐
し
能
く
老
を
養
う

論
詩
讌
酌
日
遲
遲 

詩
を
論
じ
讌え
ん
酌し
ゃ
くし
日
は
遅
々
た
り

優
秀
賞
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平
成
三
十
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

　

詳
細
は
、グ
ー
グ
ル
等
で
各
大
会
を「
検
索
」。

　

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
平
成
三
十
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
・
全
日
本
漢
詩

連
盟
設
立
十
五
周
年
記
念
大
会

九
月
八
日
・
九
日　

東
京　

詩
題　
「
江
・
河
・
川
に
か
か
わ
る
も
の
」、
自

由
題
も
可

応
募
期
間　

二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日

●
平
成
三
十
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」

漢
詩
大
会

詩
題　
「
家
・
屋
に
か
か
わ
る
も
の
」　　

応
募
期
間　

九
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

応
募
資
格
は
全
漢
連
正
会
員
及
び
準
会
員

●
第
二
十
一
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

（
多
久
市
主
催
）

詩
題
と
応
募
期
間
は
、三
月
頃
決
定
予
定
。

●
第
三
回
漱
石
漢
詩
記
念
漢
詩
大
会

十
二
月
一
日　

熊
本
市

自
由
題

応
募
期
間　

五
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日

●
第
十
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

十
一
月
九
・
十
日（
予
定
）　

三
条
市

自
由
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

応
募
期
間　

六
月
十
五
日
〜
九
月
七
日

 

上
田　

尤
子

　

清
澄
庭
園
紅
葉 

　

清
澄
庭
園
紅
葉

清
澄
池
水
映
楓
鮮 

清き
よ
澄す
み
の
池
水　
楓
に
映
じ
て
鮮
や
か
な
り

落
葉
翩
翻
泛
岸
邊 

落
葉
翩へ
ん
翻ぱ
ん　

岸
辺
に
泛
ぶ

離
國
數
年
偏
憶
舊 

国
を
離
れ
て
数
年　
偏
に
旧
を
憶
う

風
光
恰
似
故
園
天 

風
光　
恰
も
似
た
り　
故
園
の
天

 

住
田　

笛
雄

　
慶
賀
合
辨
事
業
盛
行 　
合
弁
事
業
の
盛
行
を
慶
賀
す

共
興
工
廠
已
多
年 

共
に
工こ
う
廠し
ょ
うを
興
し
て　
已
に
多
年

勤
恪
丁
男
及
數
千 

勤き
ん
恪か
く
の
丁て
い
男だ
ん　

数
千
に
及
ぶ

言
卽
實
行
行
卽
達 

言げ
ん
即そ
く
実
行　
行
え
ば
即
ち
達
す

日
中
協
力
友
情
全 

日
中
協
力　
友
情
全
し

 

柴
本　

信
子

　

除
夜
書
懷 

　

除
夜
書
懐

歳
月
滔
滔
似
逝
川 

歳
月
滔と
う
々と
う
と
し
て　
逝い

く
川
に
似
て

浮
生
泛
泛
夢
中
遷 
浮
生
泛は
ん
々ぱ
ん
と
し
て　
夢
中
に
遷う
つ
る　

寒
窓
獨
看
六
花
發 
寒
窓
に
独
り
看
る　
六り
っ
花か

発ひ
ら
く
を

百
八
鐘
聲
復
送
年 

百
八
鐘
声　
復
た
年
を
送
る
な
り　

奨
励
賞
・
エ
ヌ
・
シ
ィ
・
テ
ィ
賞

秀
作
賞

第
九
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 

芝　
　

公
男

　

尺
蠖 

　

尺せ
き

蠖か
く

燕
子
頻
來
桑
葉
搖 
燕
子
頻
り
に
来
り
て　
桑
葉
揺
る
る

見
危
尺
蠖
化
蕭
條 
危
う
き
を
見
て
尺せ
き
蠖か
く　

蕭
條
と
化
す

暫
須
無
事
顯
姿
體 

暫
く
事
な
き
を
須ま

ち
て　
姿
体
を
顕あ
ら
わし

欲
進
屈
身
為
拱
橋 

進
ま
ん
と
欲
し
身
を
屈
め
拱こ
う
橋き
ょ
うを
為な

す

　

今
回
の
受
賞
は
三
年
間
に
わ
た
る
住
田
・
中
島
両

先
生
の
ご
指
導
と
八
起
会
の
仲
間
と
の
勉
強
、
研
修

会
の
出
席
の
方
々
と
の
研
鑽
の
賜
物
で
す
。

　

受
賞
作
の
情
景
は
養
蚕
の
多
い
農
村
育
ち
で
子
供

の
頃
よ
り
日
常
的
で
、
燕
が
飛
交
い
桑
畑
が
点
在
し

て
お
り
、
尺
取
虫
も
よ
く
見
ま
し
た
。
日
本
で
は
俳

句
な
ど
で
軽
く
詠
ま
れ
て
い
る
虫
も
、
中
国
の
先
人

は
易
経
の「
蠖
屈
」の
言
葉
の
よ
う
に
哲
理
を
み
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
、作
詩
の
動
機
と
な
り
ま
し
た
。戴

い
た
賞
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
研
鑽
に
励
み
ま
す
。

 

香
取　

和
之

　

大
江
清
夜 

　

大
江
清
夜

滾
滾
大
江
涼
氣
流 

滾こ
ん
々
た
る
大
江　
涼
気
流
る

潭
淵
解
纜
一
扁
舟 

潭た
ん
淵え
ん　

纜
と
も
づ
なを
解
く　
一
扁
舟

月
光
映
水
金
波
湧 

月
光　
水
に
映
じ　
金
波
湧
く

星
漢
熒
熒
歳
月
悠 

星
漢　
熒け
い
々け
い　

歳
月
悠
な
り

最
優
秀
賞
・
諸
橋
轍
次
賞

奨
励
賞
・
新
潟
日
報
社
賞
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編
集
後
記 

　

漢
詩
神
奈
川
の
編
集
メ
ン
バ
ー
が
新
た
に
な
り
、

本
会
報 

二
十
二
号
か
ら
は
、香
取
和
之
、大
森
冽
子
、

牛
山
知
彦
の
三
名
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
十
二
月
の
創
刊
号
よ
り
九
号
迄
、
お

一
人
で
担
当
さ
れ
た（
故
）田
原
健
一
前
副
会
長
が
、

「
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
十
年
の
歩
み
」（
平
成
二
十
八

年
八
月
発
行
）に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
絶
え
ず
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
会
報
で
し
か

繋
が
っ
て
い
な
い
会
員
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
う
い

う
一
般
会
員
の
方
に
漢
詩
へ
の
関
心
を
少
し
で
も
呼

び
覚
ま
し
、
そ
こ
に
ど
う
連
盟
を
意
識
さ
せ
る
か
で

あ
っ
た
。」　

こ
れ
は
、
会
報
編
集
メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
永
遠
の
課
題
だ
が
、
以
下
の
編
集
方
針
で
臨
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・ 

誌
面
を
、会
長
の
挨
拶
・
方
針
、連
盟
の
行
事
、会

員
の
活
動
、
会
員
だ
よ
り
、
全
国
大
会
で
の
入
賞

詩
、の
五
つ
に
大
き
く
分
け
て
読
み
易
く
す
る
。

・ 

漢
詩
サ
ー
ク
ル
な
ど
会
員
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を

積
極
的
に
紹
介
す
る
。

・ 

漢
詩
作
法
・
鑑
賞
力
向
上
へ
の
手
助
け
と
な
る
情

報
を
提
供
す
る
。
漢
詩
関
係
の
図
書
紹
介
、
先
人

の
漢
詩
へ
の
取
組
み
、全
国
漢
詩
大
会
の
情
報
等
。

　

尚
、
今
後
の
紙
面
向
上
の
為
、
読
後
感
想
や
ご
意

見
等
、
左
記
の
香
取
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
迄
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。　

katorikazuyuki@
gm
ail.com

（
香
取
、大
森
、牛
山
）

（
注
）十
一
頁
、十
二
頁
の
押
絵
は
、田
原
氏
作
を
使
用
。

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

今
年
の
行
事
予
定

●
第
五
回
サ
ー
ク
ル
交
流
会（
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
、
五
頁
記
事
参
照
）

　
　

期　
　

日　

平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日（
木
）　　

　
　

時　
　

間　

午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時
三
〇
分（
バ
ト
ル・
講
義
）
／
五
時
〜
六
時
三
〇
分（
懇
親
会
）

　
　

場　
　

所　

神
奈
川
近
代
文
学
館（
バ
ト
ル
・
講
義
）
／
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ポ
ー
ト
ヒ
ル
横
浜（
懇
親
会
）

参
加
申
込 
バ
ト
ル
・
講
義
は
申
込
不
要
。
尚
、
懇
親
会
は
本
会
報
に
同
封
し
た
振
込
用
紙
に

て
二
月
末（
入
金
）ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　

☆
サ
ー
ク
ル
に
在
籍
さ
れ
な
い
会
員
も
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

●
初
心
者
入
門
講
座　
漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作　
（
第
十
二
期
生
）

　
　

全
五
回
の
講
義
と
実
習　

①
四
月
二
十
日（
金
）　

②
四
月
二
十
五
日（
水
）　

③
五
月
十
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
五
月
二
十
四
日（
木
）⑤
六
月
六
日（
水
）

　
　

神
奈
川
近
代
文
学
館
に
て　

午
後
一
時
よ
り
四
時

●
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

　
　

期　
　

日　

平
成
三
十
年
五
月
三
十
日（
水
）

　
　

時　
　

間　

午
後
一
時
〜
四
時
三
〇
分（
総
会
・
講
演
会
）
／
五
時
〜
六
時
三
〇
分（
懇
親
会
）

　
　

場　
　

所　

神
奈
川
近
代
文
学
館（（
総
会
・
講
演
会
）
／
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ポ
ー
ト
ヒ
ル
横
浜（
懇
親
会
）

　
　

総
会
議
題　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
、
平
成
三
十
年
度
活
動
計
画
、
他

　
　

講
演
会　

石
川
忠
久
先
生　

演
題
未
定

　
　

出　
　

席　

開
催
案
内（
四
月
初
旬
発
送
）に
同
封
さ
れ
る
返
信
は
が
き
に
て
四
月
末
ま
で
投
函
。

　
　
　
　
　
　
　

懇
親
会
も
出
席
の
方
は
同
封
の
振
込
用
紙
で
年
会
費
と
一
緒
に
振
込
み
願
い
ま
す
。

●
吟
行
会　
　

秋
の
予
定
、
詳
細
は
次
号
二
十
三
号
に
て

●
研
修
会　
　

秋
の
予
定
、
詳
細
は
次
号
二
十
三
号
に
て　

●
平
成
三
十
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
・
全
日
本
漢
詩
連
盟
設
立
十
五
周
年
記
念
大
会

（
千
葉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
共
同
開
催
）

　
　

平
成
三
十
年
九
月
八
日（
土
）・
九
日（
日
）


